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  (百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 66,816 13.7 6,503 14.6 7,454 8.4 4,459 19.2 

26年３月期第２四半期 58,744 22.6 5,675 97.9 6,880 165.0 3,740 163.8 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 6,547 百万円 （△4.3％）   26年３月期第２四半期 6,839 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 92.42 － 

26年３月期第２四半期 77.64 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 149,116 68,172 40.4 1,246.65 

26年３月期 142,531 62,933 39.0 1,153.02 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 60,187 百万円   26年３月期 55,617 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 7.0 － 18.0 25.0 

27年３月期 － 15.0       

27年３月期（予想）     － － － 
 
（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

（注２）当社は定款において第２四半期末日及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では27年３月期におけ

る配当予想額は未定であります。 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 137,000 9.9 13,200 15.8 14,900 2.6 8,800 18.5 182.32 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に

特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 有    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 49,757,821 株 26年３月期 49,757,821 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 1,478,527 株 26年３月期 1,521,291 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 48,256,930 株 26年３月期２Ｑ 48,174,243 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項は（添付資料）P.２「１．当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）における世界経済情勢は、米国では

緩やかな回復基調が持続しましたが、欧州では実体経済の回復に遅れが見られます。中国は成長率の鈍化が続いて

おり不透明感が増しています。インド・東南アジア諸国では依然、内需が低迷、緩慢な経済成長が継続していま

す。

 一方、日本経済は消費税率引き上げや円安による輸入物価上昇の影響が見られたものの、企業業績回復の流れは

持続しました。

 このような経済環境のもと、当社事業においては自動車・建設機械業界向け事業と舶用業界向け事業が引き続き

堅調に推移しました。

 その結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結売上高は668億16百万円（前年同期比13.7％増）、

連結営業利益は65億３百万円（前年同期比14.6％増）、連結経常利益は74億54百万円（前年同期比8.4％増）、連

結四半期純利益は44億59百万円（前年同期比19.2％増）となりました。

 

 セグメント別の事業状況は次のとおりであります。

[自動車・建設機械業界向け事業]

 当業界向け事業は、中国の建設機械向け製品や東南アジアでの販売が伸び悩みましたが、欧州の自動車向け製品

の販売が堅調に推移したことから、当セグメントの連結売上高は416億39百万円（前年同期比13.3％増）、連結営

業利益は47億９百万円（前年同期比41.3％増）となりました。

[一般産業機械業界向け事業]

 当業界向け事業は、東南アジア・インドでの販売は堅調に推移しましたが、収益面では日本市場の競合激化によ

り採算性が悪化しました。その結果、当セグメントの連結売上高は156億97百万円（前年同期比6.1％増）、連結営

業利益は７億89百万円（前年同期比47.0％減）となりました。

[舶用業界向け事業]

 当業界向け事業は、中国をはじめとして新造船向け製品の販売が増加したこと、並びに欧州を中心に交換部品需

要が堅調に推移したことから、当セグメントの連結売上高は61億64百万円（前年同期比20.0％増）、連結営業利益

は11億88百万円（前年同期比31.7％増）となりました。

[航空宇宙・光工学業界向け事業]

 当業界向け事業は、前第３四半期連結会計期間に光工学業界向け事業を譲り受けましたが、イメージング分野、

並びに航空機用製品が伸び悩みました。その結果、当セグメントの連結売上高は33億14百万円（前年同期比60.0％

増）、連結営業損失は１億92百万円（前年同期は営業損失70百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

[資産]

 当第２四半期連結会計期間末の資産は1,491億16百万円となり、前連結会計年度末に比べ65億85百万円増加いた

しました。これは主として有形固定資産の増加34億34百万円、投資有価証券の増加20億14百万円、その他の流動資

産の増加17億７百万円、受取手形及び売掛金の増加８億51百万円、現金及び預金の減少17億円によるものでありま

す。

[負債]

 当第２四半期連結会計期間末の負債は809億43百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億46百万円増加いたし

ました。これは主としてその他の流動負債の増加14億89百万円によるものであります。

[純資産]

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は681億72百万円となり、前連結会計年度末に比べ52億39百万円増加いた

しました。これは主として利益剰余金の増加31億32百万円、為替換算調整勘定の増加11億11百万円、少数株主持分

の増加６億69百万円、退職給付に係る調整累計額の増加１億83百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績を踏まえ、連結売上高1,370億円、営業利益

132億円、経常利益149億円、当期純利益88億円に修正しております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員

の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更致しました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が６億40百万円増加し、利益剰余金が４億59

百万円減少、少数株主持分が47百万円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する事務上の取扱いの適用）

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25

年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、本実務対応報告が定める経過的な取扱いを適用

し、本実務対応報告の適用初年度の期首より前に締結された信託契約に係る会計処理については、本実務対応報告

の方法によらず、従来採用していた方法を継続しております。

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法について、従来、当社及び一部の国内連結子会社は定率法

によっておりましたが（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）については定額

法）、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

 グローバルな生産体制の構築などによって当社グループにおける海外拠点の重要性が高まっていることを契機と

して減価償却方法の見直しを検討した結果、減価償却方法を定額法に変更することと致しました。これは、製造設

備等が耐用年数にわたり安定的な稼働が見込まれること、及び急激な陳腐化リスクが低いため、均等償却により費

用配分を行うことが有形固定資産の使用実態をより適切かつ合理的に反映させることができると判断したためであ

ります。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ３億15百

万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,593 17,893 

受取手形及び売掛金 30,112 30,964 

商品及び製品 4,964 4,703 

仕掛品 6,689 7,009 

原材料及び貯蔵品 4,824 5,281 

その他 5,953 7,660 

貸倒引当金 △324 △236 

流動資産合計 71,814 73,276 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 15,300 16,491 

機械装置及び運搬具（純額） 14,617 16,328 

その他（純額） 10,430 10,962 

有形固定資産合計 40,348 43,782 

無形固定資産    

のれん 4,983 4,643 

その他 1,547 1,700 

無形固定資産合計 6,530 6,344 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,171 20,185 

その他 6,219 6,057 

貸倒引当金 △276 △252 

投資損失引当金 △277 △277 

投資その他の資産合計 23,837 25,713 

固定資産合計 70,717 75,840 

資産合計 142,531 149,116 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 7,474 7,349 

短期借入金 14,731 13,539 

未払法人税等 3,116 2,491 

賞与引当金 2,029 2,434 

その他の引当金 859 896 

その他 18,551 20,040 

流動負債合計 46,762 46,754 

固定負債    

長期借入金 19,126 20,542 

退職給付に係る負債 12,122 12,501 

役員退職慰労引当金 93 36 

その他 1,492 1,108 

固定負債合計 32,835 34,189 

負債合計 79,597 80,943 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,490 10,490 

資本剰余金 11,485 11,495 

利益剰余金 34,348 37,481 

自己株式 △967 △951 

株主資本合計 55,358 58,516 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 299 416 

為替換算調整勘定 2,626 3,737 

退職給付に係る調整累計額 △2,666 △2,483 

その他の包括利益累計額合計 259 1,671 

少数株主持分 7,316 7,985 

純資産合計 62,933 68,172 

負債純資産合計 142,531 149,116 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 58,744 66,816 

売上原価 44,019 49,380 

売上総利益 14,725 17,435 

販売費及び一般管理費 9,049 10,932 

営業利益 5,675 6,503 

営業外収益    

受取利息 73 148 

受取配当金 56 32 

持分法による投資利益 839 994 

為替差益 478 66 

その他 241 464 

営業外収益合計 1,689 1,706 

営業外費用    

支払利息 325 311 

寄付金 106 109 

製品補償費 － 231 

その他 52 102 

営業外費用合計 484 754 

経常利益 6,880 7,454 

特別利益    

固定資産売却益 39 14 

負ののれん発生益 － 18 

その他 8 9 

特別利益合計 47 42 

特別損失    

固定資産売却損 3 10 

固定資産除却損 28 28 

その他 0 12 

特別損失合計 32 50 

税金等調整前四半期純利益 6,895 7,447 

法人税等 2,698 2,603 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,196 4,843 

少数株主利益 456 383 

四半期純利益 3,740 4,459 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,196 4,843 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 89 117 

為替換算調整勘定 665 1,341 

退職給付に係る調整額 － 229 

持分法適用会社に対する持分相当額 1,887 14 

その他の包括利益合計 2,642 1,703 

四半期包括利益 6,839 6,547 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,690 5,871 

少数株主に係る四半期包括利益 148 675 

 

- 7 -

イーグル工業株式会社（6486）平成27年３月期　第２四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 

自動車・ 

建設機械業 

界向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界 

向け事業 

航空宇宙

業界向け

事業 

合計 調整額 

四半期連 

結損益計算 

書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 36,748 14,788 5,135 2,071 58,744 － 58,744 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
150 81 4 － 236 △236 － 

計 36,898 14,870 5,140 2,071 58,980 △236 58,744 

セグメント利益又は損失（△） 3,333 1,490 902 △70 5,656 19 5,675 

 （注）１．セグメント利益又は損失の調整額19百万円は、セグメント間取引消去であります。

    ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

② 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 

自動車・ 

建設機械業 

界向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界 

向け事業 

航空宇

宙・光工

学業界向

け事業 

合計 調整額 

四半期連 

結損益計算 

書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 41,639 15,697 6,164 3,314 66,816 － 66,816 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
154 74 2 4 234 △234 － 

計 41,793 15,771 6,167 3,318 67,051 △234 66,816 

セグメント利益又は損失（△） 4,709 789 1,188 △192 6,495 7 6,503 

 （注）１．セグメント利益又は損失の調整額７百万円は、セグメント間取引消去であります。

    ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

② 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

③ 報告セグメントの変更等に関する情報

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤

務費用の計算方法を同様に変更しております。

 なお、当該変更による各報告セグメント利益に及ぼす影響は軽微であります。

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法について、当社及び一部の国内連結子会社の有

形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法を定額法に変更したことに伴い、事業セグメントの減価償却

費の計算方法を同様に変更しております。

 これにより、従来の方法によった場合に比べて当第２四半期連結累計期間のセグメント利益は、自動車・建

設機械業界向け事業で２億36百万円、一般産業機械業界向け事業で31百万円、舶用業界向け事業で18百万円増

加、セグメント損失は航空宇宙・光工学業界向け事業で29百万円減少しております。
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